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１．研究計画の概要 

本研究は，看護技術の修得を適切に評価法

として，修得状況の自己評価の適切さを加味

する新しい評価方法の意義の検討を目的と

している。自己評価の適切さを評価する方法

として，医学教育の認知領域における評価法

として試みられている，森田らの確信度を加

味した客観試験（ＣＷＴ）を応用した方法を

用い，学生の看護技術の課題に関する知識と

技能に対する自己評価の適切さを評価する。 

分析方法として，ＣＷＴの結果と課題実施

時の行動計画内容・正答率・結果のフィード

バックに対する受験者の反応の関連との分

析を計画している。さらに，評価を２度繰り

かえし，結果の推移を分析することにより，

自己評価の適切さを併用した新しい看護技

術の評価法の妥当性を検討する。 

(1)データ収集に関する環境整備 

看護技術の実施場面の収録方法に関して，

三脚によるカメラの設置から，天井にカメラ

を固定し，遠隔操作による操作を可能にする。 

(2)データの入力・分析・表示方法の改良 

（有限会社プランニングラボラトリーとの

随意契約による開発） 

ＣＷＴによる看護技術の評価は，知識の全

設問に対する解答と技能の全てのチェック

項目に関する評価，それらの全設問と全項目

に対する学生の確信度をデータとするため，

データの入力とセットにかかる時間の短縮

を図る。また，結果の表示はこれまで，ひと

つの座標に知識と技能の得点と確信度の代

表値（ＣＷＴ－Point）を点で表示していた。

フィードバック効果の促進を目的として，看

護師のイラストの大きさや方向で表示する。 

(3)自己学習環境の整備 

知識の学習は，パソコンを活用して自己学

習できるシステムを整備する。技能の学習は，

学生が自由に実習室で録画機器が使用でき

るような環境を整える。 

(4)ＣＷＴによる評価結果の分析 

確信度と自己学習時間や評価時の行動計

画の内容やフィードバックに対する反応と

の関連を分析する。また，評価を２度実施し，

確信度の推移を分析する。 

２．研究の進捗状況 

(1) データ収集に関する環境整備 

技能の録画機器を天井に固定することに

より，学生への心理的圧迫感や評価時の動線
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の交差が緩和された。また研究計画(3)とし

て，学生も使用できることを周知した。 

(2)データ入力方法の改良 

データの入力・セットまでの時間の短縮と，

結果のイラスト表示ができるよう改良した。 

(4)ＣＷＴによる評価結果の分析 

看護技術の修得度評価のあと結果のフィ

ードバックを行い，４ヵ月後に同じ看護技術

の評価を実施し，確信度の推移を分析した。 

１回目の評価におけるＣＷＴ－Point と自己

学習の関連は，技能との有意な関連があった

ことから，技術の自己学習は，確信の高い適

切な技能の修得に役立つと考えられた。しか

し，ＣＷＴ－Point の程度別にみると，技能

のＣＷＴ－Point の Medium グループ（過小評

価傾向のあると考えられるグループ）は，自

己学習の有無による差が見られず，自己学習

によって確信を高めることが難しいと推察

された。 

２度の結果の全体的な推移について，知識

と技能のＣＷＴ－Point は，Low グループ（過

大評価傾向のあると考えられるグループ）と

Medium グループで増加が見られ，High グル

ープ（適切な評価をしていると考えられるグ

ループ）は低下した。さらに，３グループ間

での比較の結果，２度の評価とも Lowグルー

プは他のグループに比べて低く，Highグルー

プは高く，Medium グループは Lowグループと

Highグループの間に位置づいた。また，ＣＷ

Ｔ－Point グループ内での２度の評価のＣＷ

Ｔ－Point の変化を比較すると，Medium グル

ープは他のグループに比べて増加していた。

このことから，ＣＷＴによる評価や１回目の

結果のフィードバックは，ＣＷＴ－Point に

よって与える影響が異なると推察された。 

今後，１回目のＣＷＴ－Point の評価結果

と学生が作成した行動計画の記述内容やフ

ィードバックに対する学生の反応との関連

を分析することにより，ＣＷＴによる看護技

術評価が学生に与える影響について検討す

ることが可能であると考えられた。 

３．現在までの達成度 

知識の自己学習環境として，学内 LANを用

いた整備が進んでおらず，③と評価している。 

４．今後の研究の推進方策 

知識の自己学習環境の整備は，本学のｅ-

ラーニングのシステムの整備の遅れもあり，

本研究期間では困難であると判断している。

進捗状況で述べた今後の検討課題を遂行し，

自己評価の適切さを併用した看護技術の修

得レベルの評価法の妥当性の検討に関する

研究を進める。 
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